
柳
原
公
民
館
で
は
毎
年
、
球
技

大
会
や
地
区
文
化
祭
、
富
倉
峠

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
行
事
を
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
よ
り
専
門

部
員
自
ら
が
地
域
学
習
を
重
ね
、

資
質
向
上
を
図
る
目
的
で
各
集

落
公
民
館
を
会
場
に
、
地
元
の
方

の
お
話
を
伺
う
学
習
会
を
始
め
ま

し
た
。

第
一
回
目
は
五
月
、
藤
ノ
木
公
民

館
に
て
「
藤
ノ
木
の
由
来
」
に
つ

い
て
で
し
た
。
区
長
さ
ん
か
ら
藤

ノ
木
の
名
前
の
由
来
と
し
て
そ
の

昔
、
親
鸞
聖
人
が
名
づ
け
て
く

だ
さ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
と

い
う
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
続
い
て
「
共
に
考
え
た
い
地

域
が
抱
え
る
問
題
」
に
つ
い
て
農

業
組
合
法
人
や
な
ぎ
は
ら
の
組
合

長
さ
ん
か
ら
、
高
齢
化
に
よ
る
離

農
者
の
増
加
な
ど
の
問
題
、
又
、

こ
れ
か
ら
生
き
残
っ
て
い
く
た
め

に
新
種
の
お
米
を
生
産
し
て
い
る

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
二
回
目
は
七
月
、
南
条
公
民

館
で
「
旭
神
社
と
南
条
の
つ
な
が

り
」
に
つ
い
て
で
し
た
。
旭
用
水

の
話
か
ら
神
社
の
改
修
事
業
に
つ

い
て
詳
細
な
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
「
地
域
文
化
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
」
と
題
し
て

「
富
倉
の
里
写
真
集
」
の
編
集
に

携
わ
れ
た
区
長
さ
ん
か
ら
内
容
を

追
い
な
が
ら
、
富
倉
の
生
活
、
歴

史
、
文
化
に
つ
い
て
解
説
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

学
習
会
を
通
し
て
今
ま 

で
知
ら

な
か
っ
た
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

学
び
、
つ
が
り
が
深
ま
る
と
と
も

に
視
野
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　このごろ、全国的に文化財の焼失や盗難などが相次いでいます。飯山市内に
は 60を超える指定文化財と、数多くの未指定文化財があります。飯山の歴史を
未来へ伝えるためにも、日頃から身近の文化財に対する防火・防災の心がけを
よろしくお願いします。

写真：木造馬頭観音菩薩坐像（長野県宝、飯山市小菅所在）

火災や犯罪から守ろう！大切な文化財を

月 午前コース 10:00～12:00
午後コース 13:30～15:3012/3

クリスマススワッグ講座

◆集合場所 ： いいやま女性センター未来　創作室
◆講師 ：日比谷花壇ブライダルフラワーコーディネーター
◆対象者 ：市民及び市内に在勤の方
◆定員 ：午前・午後　各 12名 
◆持ち物 ： エプロン、花バサミ
◆材料費 ： 2,000 円
◆受講料 ： 200 円
◆募集期間 ： 10 月 25日（木）～ 11月 15日（木）
◆申込先 ： 女性センター未来　☎ 62-0543

女性センター未来 くらしのセミナー

し
が
ち
だ
が
、
近
い
と
こ
ろ
こ
そ

価
値
を
見
出
す
べ
き
。
記
憶
を
記

録
化
し
子
孫
へ
残
さ
な
け
れ
ば
」

と
、
地
域
に
眠
る
歴
史
や
文
化
の

大
切
さ
と
、
後
世
へ
の
願
い
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

宮
下
先
生
は
、
岡
山
の
自
然

豊
か
な
環
境
か
ら
、
各
地
域
に
伝

わ
る
お
祭
り
・
神
社
、
岡
山
地
区

の
家
屋
の
屋
根
に
描
か
れ
て
い
る

「
龍
」の
意
味
や
、
千
曲
川
通
船
が

飯
山
藩
を
支
え
た
こ
と
、
日
本
で

最
初
の
石
油
会
社
を
立
ち
上
げ
た

石
坂
周
造
の
偉
業
な
ど
の
岡
山
に

ま
つ
わ
る
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
を
聞
い
た
参
加
者
か
ら

は
「
地
域
の
文
化
財
を
後
世
に
残

し
て
い
き
た
い
」、「
自
分
の
地
区

に
も
つ
な
が
る
話
が
聞
け
て
勉
強

に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

地
元
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
考

え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
最
後
に
は
「
岡
山
だ

け
で
も 

た
く
さ
ん
の
文
化
や
歴
史

が
眠
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
一
般

的
に
遠
く
の
も
の
に
価
値
を
見
出

　
９
月
24
日
㈪
・
祝
、
岡
山
公
民

館
に
て
、
宮
下
健
司
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
岡
山
歴
史
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
昨
年
よ
り
開

催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
36
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　長野県東筑摩郡麻績村出身､ 元長野県史
常任編纂委員、 元長野県立歴史館総合情報課
長、現八十二文化財団理事。 主な著書は､『長
野県史』『祈りの道－善光寺街道四百年』等
多数。以前に飯山市立第一中学校に勤務をさ
れ、その間を含めて飯水の歴史・民俗・文化
多方面にわたって調査・研究をされいます。

宮下 健司 先生 プロフィール
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今年の冬は、花束にしたクリスマススワッグを作って玄関や室内に飾って見ませんか !?

生
涯

学
習
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飯山市公民館 ☎ 62-3342
市立飯山図書館 ☎ 62-1118
飯山市美術館 ☎ 62-1501
いいやま女性センター未来 ☎ 62-0543
飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030
飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311
飯山公民館 ☎ 62-3342
秋津公民館 ☎ 62-2330
木島公民館 ☎ 62-0555
瑞穂公民館 ☎ 65-2501
柳原公民館 ☎ 62-5562
富倉公民館 ☎ 67-2136
外様公民館 ☎ 62-1029
常盤公民館 ☎ 62-3200
太田公民館 ☎ 65-4579
岡山公民館 ☎ 69-2010

飯山の文化財

瑞穂地区の柏尾にある居館
跡。伝承では 14 世紀頃に
は高梨氏の居館とされてい
た、という。後には市河氏
が周辺を支配し、慶長 3年
（1598）の上杉氏の会津
移封によって廃館になった
ともされる。屋敷地を囲む
ように、1.5 メートルほど
の高さの土塁が北と東西の
方向に良く残っている。市
内に残る中世の館跡として
は、最も現存状態が良いと
いえるだろう。

柏尾南館跡

だより

専
門
部
員
学
習
会
に
つ
い
て

南
条
専
門
部
員　
今
別
府　
徹

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

　
こ
の
会
は
本
年
４
月
に
発
足
し

た
。
毎
月
１
回
（
日
曜
日
午
前
10

時
〜
12
時
）
公
民
館
で
ニ
ー
チ
ェ

著
「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
」（
中
公

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
版
）
を
講
読
し
て

い
る
。

　
ニ
ー
チ
ェ
は
多
く
の
著
書
を
残

し
て
い
る
が
、
こ
の
本
は
「
ニ
ー

チ
ェ
の
著
作
の
中
で
最
も
有
名

で
最
も
読
ま
れ
る
こ
と
の
少
な
い

本
」
と
さ
れ
る
。
出
版
さ
れ
た
時

に
は
10
冊
し
か
売
れ
な
か
っ
た
ら

し
い
。
哲
学
書
と
い
う
よ
り
も
小

説
や
説
話
の
形
式
で
書
か
れ
、
解

釈
が
求
め
ら
れ
る
の
で
「
講
読
」

に
は
相
応
し
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

「
神
は
死
ん
だ
。」
と
し
、
キ
リ
ス

ト
教
組
織
そ
の
エ
ー
ト
ス
を
鋭
く

批
判
、
こ
の
大
地
を
信
じ
て
一
人

孤
独
に
思
索
（
哲
学
）
し
な
が
ら

む
し
ろ
危
険
に
生
き
る
こ
と
を
尊

ん
だ
ニ
ー
チ
ェ
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
、

ヤ
ス
パ
ー
ス
を
は
じ
め
と
し
て
特

に
構
造
主
義
の
レ
ヴ
ィ・ス
ト
ロ
ー

ス
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
、
ジ
ャ
ッ

ク
・
デ
リ
ダ
そ
し
て
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・

フ
ー
コ
ー
等
に
多
大
な
影
響
を
与

え
た
。
舞
踊
家
イ
サ
ド
ラ
・
ダ
ン

カ
ン
は
ニ
ー
チ
ェ
を
読
み
モ
ダ
ン

ダ
ン
ス
を
創
始
、
舞
踊
界
に
革
命

を
起
こ
し
た
。

　

毎
回
６
人
程
が
集
ま
り
１
人
が

テ
キ
ス
ト
の
一
節
を
読
み
皆
で
意

味
不
明
の
箇
所
を
指
摘
し
意
見

交
換
、
後
半
は
講
読
し
た
箇
所
を

含
め
て
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
の

形
で
進
め
て
い
る
。
中
に
は
前
半

は
と
も
か
く
、こ
の
後
半
の
フ
リ
ー

ト
ー
キ
ン
グ
の
た
め
に
参
加
し
て

い
る
人
も
い
る
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

（
市
内
小
境
地
区会代

表　
山
浦
一
雄
）

飯
山
哲
学
書
を
読
む
会

飯
山
市
公
民
館 

サ
ー
ク
ル
紹
介

ニ
ー
チ
ェ
を
ひ
も
解
く

岡
山
公
民
館
＆
飯
山
市
公
民
館
事
業

岡
山
歴
史
講
演
会



■作品展示の部
10月27日（土）～28日（日）　 会場：飯山市公民館　９:00～19:00　

■舞台発表の部　
11月３日（文化の日）　会場：なちゅら大ホール　開場12:30　開会13:00（予定）

　市内（飯水）の小中学生が制作した絵画・版画・習字などの、飯水児童生徒図工美術・習字作品選抜展作品の展示を
行います。どうぞご来場ください。 （なお、城南中・城北中 美術部合同展も館内で開催されています）

　市内の小中学生と高校生による合唱、ダンス、吹奏楽  等をお楽しみください。

舞台発表の部  出場予定団体（全 16 団体）

飯山小学校５年生 
飯山小学校合唱隊 
秋津小学校 3年生 
木島小学校１・２・３年生 

東小学校 3年生 
泉台小学校１・２・３年生 
常盤小学校６年生 
常盤小学校５年生

常盤小学校 2年生
常盤小学校 チャレンジとき輪130 
戸狩小学校音楽クラブ 
城南中学校吹奏楽部  

城北中学校吹奏楽部
ＣＨＡＲＭＹ (チャーミー ) 
白鳥バレエ学園 飯山教室
Iiyama NOVA    ( 順不同）

第３９回 飯山市平成30年度

　飯山市公民館では、市内に在住または在勤されている成人の方を対象に気軽に取り組める趣味や、学習機会を提供
しています。趣味作りや健康増進、交流の場作りなど目的はさまざまですが、みんなで楽しく学びませんか？

◆日程 11/16( 金 )・11/30( 金 )・
 12/14( 金 )・12/21( 金 )
◆時間 19:00 ～ 21:00
◆場所 飯山市公民館　203教室
◆定員 10 名 
◆受講料 200 円（1回分）
◆材料費 500 円（1回分）
◆持ち物 なし

　おいしいお菓子で気軽に抹茶を楽しみま
せんか。初心者歓迎です！１回でもＯＫ！

茶道教室

【講師】片塩 宗幸 先生
(表千家教授 )

◆日程 11/18（日）・12/2（日）・
 12/16（日）
◆時間 14:00 ～ 15:00
◆場所 飯山市公民館　101教室
◆定員 20 名 
◆受講料 600 円
◆持ち物 筆記用具

　住まいを整えて、健康・幸福・豊かに
なりましょう！初めての方にも分かりや
すくお伝えします。

風水講座

◆日程 12/11( 火 )・12/17( 月 )・
 12/25( 火 )
◆時間 10:30 ～ 12:30
◆場所 女性センター未来 創作室
◆定員 各回 10名 
◆受講料 １回 200円
◆材料費 １回 3,500 円
◆持ち物 エプロン、花ばさみ、小箱

　プリザーブド・ドライフラワーがたくさん
詰まったキャンドルです。自分だけのオリ
ジナルキャンドルを製作してみませんか。

花キャンドル

【講師】古清水 千鶴 先生
（R'favari 主宰）

◆日程 11/5（月）・11/8（木）・
 11/12（月）・11/19（月）
◆時間 19:30 ～ 20:30
◆場所 女性センター未来 2 階
 交流ルーム
◆定員 18 名 
◆受講料 800 円
◆持ち物 ヨガマット、タオル、飲み物

　呼吸と動きを合わせて気持ち良く体を
動かし、こころとからだを整えましょう。
ヨガが初めての方や体が固い方もお気軽
にどうぞ♪

リフレッシュ・ヨガ

【講師】黒岩 あずさ 先生 【講師】三嶋 絵利加 先生
◆日程 11/15( 木 )・11/21( 水 )・
 12/4( 火 )・12/12（水）
◆時間 19:00 ～ 21:00
◆場所 飯山市公民館　調理実習室
◆定員 16 名 
◆受講料 800 円
◆材料費 4,000 円（４回分）
◆持ち物 エプロン・三角巾

　旬のジビエを楽しく料理して、おいし
くいただきましょう。

おいしく食べる
ジビエ料理講座

 【講師】 徳竹 正樹 先生
  桂川 潔 先生

◆日程 11/12（月）・11/26（月）・
 12/3（月）・12/10（月）
◆時間 13:30 ～ 15:00
◆場所 飯山市公民館 講堂
◆定員 20 名 
◆受講料 800 円
◆持ち物 ヨガマット、飲み物、
 動きやすい服装

　これから寒くなる季節、冷えない身体、
冬になると太りやすくなる身体を筋トレ
とストレッチで、冷えずに痩せやすい身
体にしていきます。

冷えとりシェイプアップ

◆日程 11/17( 土 )・12/1( 土 )
◆時間 9:00 ～ 12:00
◆場所 飯山市公民館　調理実習室
◆定員 12 名 
◆受講料 400 円
◆材料費 1,000 円（２回分）
◆持ち物 エプロン、持ち帰り用の容器

　初心者大歓迎！男性の参加も大歓迎！
手軽にパン作りにチャレンジしてみませ
んか？何を作るかは当日のお楽しみに！

みんなで楽しくパン作り

【講師】鈴木 聡子 先生
（ジャパンホームベーキングスクール準師範） 【講師】池田 寿美 先生

■対象は、飯山市内在住もしくは市内に勤務する者。
■お申込みいただいた方には、後日詳しいご案内をお送りします。
■受講料・材料費は、初回に集金いたします。お支払い後の返金は
　できませんのでご了承下さい。
■お申込み後のキャンセルは、材料費をご負担いただく場合が
ございますので、ご承知おき下さい。

■記載のない会場については、飯山市公民館になります。

お申込み・お問合せ
飯山市公民館　☎62-3342
受付期間：10月22日（月）～11月２日（金）

講成人後期 座受講生募集

14:00開演（13:30開場）

飯山市文化交流館
なちゅら大ホール

入場料：一般3,000円 　学生2,000円
※学生は高校生以下が対象となります。

11/25（日）

ベートーヴェン

第九

　なちゅらでの「第九」も３年目を迎え、今年は「プレ
飯山音楽祭」のメインイベントとして市民合唱団が声高
らかに「歓喜の歌」を歌いあげます。

０才児から楽しめる
オトハコファミリーコンサート

14:00～15:00（大ホール）

入場料 高校生以上 1,000円 
 小・中学生 500円 
 未就学児無料 

オープニング交流会
16:00～18:30（ナカミチ）

サックスアンサンブル・ゴスペル・フォークソン
グほか

11/23（金） 11/24（土）

清水女学院短期大学
幼児教育科ハンドベルチーム
「カンパネラ」クリスタルコンサート

飯水音楽同好会コンサート

第九公開練習

13:30～15:00（小ホール）

15:30～17:00（小ホール）

19:00～21:00（大ホール）

飯山市・栄村の小・中学校で音楽を中心に活躍され
る先生方の素敵なコンサート。

東京アカデミック管弦楽団、市民合唱団による本番
さながらの大迫力直前練習を大公開！！

入場料　500円

ベートーヴェンベートーヴェン

第九
ベートーヴェンベートーヴェンベートーヴェン

第九 飯山市文化交流館
なちゅら大ホール
飯山市文化交流館
なちゅら大ホール11/25（日）（日）飯山市文化交流館飯山市文化交流館飯山市文化交流館
なちゅら大ホールなちゅら大ホールなちゅら大ホール11/25（日）

14:00開演（13:30開場）14:00開演（13:30開場）14:00開演（13:30開場）
入場料：一般3,000円 　学生2,000円入場料：一般3,000円 　学生2,000円
※学生は高校生以下が対象となります。※学生は高校生以下が対象となります。
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飯

山

◇
飯
山
地
区
敬
老
会

　

９
月
17
日
㈪
・
祝 

飯
山
市
文

化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
に
お
い
て
、

地
区
内
の
70
歳
・
75
歳
以
上
の
お

年
寄
り
１
６
９
名
を
迎
え
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、主
催
者
、来
賓
の
方
々

か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
、
飯
山
小

学
校
６
年
生
の
丸
山
美
来
さ
ん
・

渡
辺
咲
季
さ
ん
の
作
文
朗
読
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
飯
山

小
学
校
合
唱
隊
の
皆
さ
ん
に
よ
る

発
表
、
映
画
「
北
国
の
街
」
を
鑑

賞
し
、
懇
親
会
で
は
民
生
児
童
委

員
さ
ん
・
区
長
さ
ん
に
よ
る
合
唱

が
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◇
飯
山
地
区
戦
没
者
開
拓
殉
難

者
追
悼
平
和
式
典

　

区
長
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
・

民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
主
催
、

仏
教
各
宗
和
合
会
・
遺
族
会
の
協

賛
に
よ
り
第
62
回
を
数
え
る
平

和
式
典
が
、
９
月
25
日
㈫
上
町
善

・
期
日　

10
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

富

倉

◇
富
倉
地
区
敬
老
会
　
開
催

　

９
月
20
日
㈭
に
富
倉
地
区
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
、
20
人
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
千
曲

市
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
、ハ
ッ
ピ
ー
つ
か

だ
さ
ん
よ
り
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
つ
か
だ
さ
ん
い
わ
く
「
マ
ジ
ッ
ク

の
種
を
『
ど
う
し
て
』
と
考
え
て

も
ら
う
こ
と
で
脳
が
活
性
化
さ
れ

ま
す
」
と
の
こ
と
で
、
参
加
の
皆

さ
ん
の
心
も
脳
も
若
返
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

外

様

◇
外
様
地
区
敬
老
祝
賀
会

　

９
月
23
日
㈰
、
外
様
地
区
社

◇
柳
原
地
区
敬
老
会
祝
賀
会

　

９
月
16
日
㈰
に
は
大
川
会
場

で
、
17
日
㈪
・
祝
に
は
柳
原
会
場

で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
対
象
者
は
両
会
場
合
わ
せ

て
２
４
６
人
、
そ
の
う
ち
、
約
80

人
の
方
に
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

懇
親
会
で
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
開
催
さ
れ
、
和
や
か
な
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
柳
原
地
区
文
化
祭

　

文
化
祭
で
は
児
童
生
徒
の
作
品

展
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
作
成
し

た
作
品
展
示
、
健
康
相
談
等
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
21
日
㈰
に
は

柳
原
地
区
駅
伝
大
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

宴
中
に
は
、地
区
社
協
と
区
長
会

に
よ
る
合
唱
に
敬
老
者
も
一
緒
に

歌
い
、楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

◇
第
55
回
木
島
地
区
文
化
祭

　

10
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
21
日
は
午
後

３
時
ま
で
）
木
島
公
民
館
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
。
美
術
作
品
展
、

健
康
教
室
、
す
い
と
ん
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

◇
第
51
回
地
区
一
周
駅
伝
大
会

　

10
月
21
日
㈰
午
前
９
時
40
分
に

山
岸
公
会
堂
を
ス
タ
ー
ト
、
地
区

内
を
一
周
し
て
ゴ
ー
ル
の
木
島
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
目
指
し
ま
す
。

　
昨
年
50
回
大
会
を
記
念
し
て
新

調
し
た
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着
け
て
、
各

チ
ー
ム
の
熱
い
戦
い
が
期
待
さ
れ

ま
す
。交
通
安
全
の
ご
協
力
と
沿

道
で
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

柳

原

覚
寺
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
遺

族
の
方
々
は
年
々
少
な
く
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
過
去
の
戦
争
を
風

化
さ
せ
ず
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
恒

久
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
す
る

こ
の
式
典
が
、
毎
年
継
続
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
と
思
い

ま
す
。秋

津

◇
秋
津
地
区
文
化
祭

・
期
日　
10
月
21
日
㈰
９
時
〜
15
時

・
場
所　

秋
津
活
性
化
セ
ン
タ
ー

・
内
容　

ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
趣
味

の
作
品
展
出
店
・
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
皆

さ
ん
の
お
こ
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。木

島

◇
木
島
地
区
敬
老
会

　
９
月
17
日
㈪
・
祝
、
木
島
公
民

館
に
お
い
て
地
区
内
の
77
歳
以
上

の
敬
老
者
76
名
を
迎
え
て
に
ぎ
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
飯
山
市

長
職
務
代
理
か
ら
「
市
内
最
高

齢
者
は
木
島
に
お
住
い
の
１
１
０

歳
で
、
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。」
と
の
お
祝
い

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、木
島
小

学
校
３
年
生
の
元
気
な
ダ
ン
ス
を

は
じ
め
、カ
ピ
リ
ナ
の
皆
さ
ん
に
よ

る
フ
ラ
ダ
ン
ス
、木
島
童
謡
唱
歌

を
歌
う
会
の
皆
さ
ん
の
出
演
で
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
祝

会
福
祉
協
議
会
と
外
様
公
民
館

の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

の
対
象
者
は
２
０
１
名
。
そ
の
う

ち
54
人
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏
、
南
京

玉
す
だ
れ
、
腹
話
術
、
み
ん
な
で

歌
い
ま
し
ょ
う
が
行
わ
れ
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
溢
れ
ま
し

た
。

　

健
康
に
留
意
さ
れ
、
来
年
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
外
様
地
区
文
化
祭

　

前
夜
祭
で
は
各
種
演
芸
等
が

登
場
し
、
文
化
祭
で
は
お
楽
し

み
抽
選
会
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

・
前
夜
祭　

10
月
27
日
㈯

・
文
化
祭　

10
月
28
日
㈰

◇
バ
ス
ハ
イ
ク

　

今
年
は
お
菓
子
工
場
の
見
学
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
チ

ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
期
日　

11
月
12
日
㈪

常

盤

◇
常
盤
地
区
文
化
祭
開
催

　

常
盤
地
区
文
化
祭
が
10
月
21
日

㈰
午
前
９
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

常
盤
地
区
児
童
・
生
徒
の
作
品
展

や
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
作
成
し
た

腕
自
慢
展
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
バ

ザ
ー
や
健
康
相
談
、
常
盤
水
害
の

ビ
デ
オ
上
映
等
も
開
催
予
定
で
す
。

午
後
に
は
常
盤
地
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
駅
伝

や
剣
道
大
会
も
開
催
し
ま
す
の
で

み
な
さ
ん
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
秋
の
花
を
楽
し
む
寄
せ
植
え

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

９
月
20
日
㈭
常
盤
活
性
化
セ
ン

タ
ー
に
て
寄
せ
植
え
講
習
会
が
開

催
さ
れ
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
楽
し
め
る
秋
の
花
が
数

多
く
用
意
さ
れ
、
参
加
者
が
好
み

の
花
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
華

や
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
完

成
し
ま
し
た
。

太

田

◇
太
田
地
区
敬
老
会

　

９
月
24
日
に
敬
老
会
・
合
同
金

婚
式
を
開
催
し
、
91
名
の
皆
さ
ん

に
出
席
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
し

ま
し
た
。

岡

山

◇
リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー
・
骨

盤
歪
み
改
善
講
座(

第
二
回
目)

参
加
者
募
集

今
年
度
の
二
回
目
の
講
座
と
な
り
、

場
所
は
上
境
多
目
的
集
会
セ
ン
タ

ー
で
す
。

　

11
月
５
日
㈪
に
リ
ン
パ
さ
ら
さ

ら
ケ
ア
ー
、11
月
12
日
㈪
に
骨
盤
歪

み
改
善
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー
講
師
に

は
和
田
令
子
さ
ん
、
骨
盤
歪
み
改

善
講
座
講
師
に
は
三
嶋
絵
利
加
さ

ん
を
お
迎
え
し
、
体
験
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
持
ち
物
に
、バ
ス
タ
オ
ル

又
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
タ
オ
ル
、募
集

人
員
は
、各
講
座
先
着
の
15
名
で
す
。

詳
し
く
は
、
各
戸
に
配
布
さ
れ
ま
し

た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
是
非

一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

米林雄一彫刻展 
宇宙への眼差し

現在、美術館では東京藝術大学名誉教授・米林雄一さんの “宇宙 ”
をテーマに制作した彫刻作品等約80点を展示しています。

・「見ごたえがありました。とくに小さなイスと机がよかった！！」
・「神秘的で見る角度や方向によって色々と違って面白い！」
・「カッコ良すぎてビックリしました！」
・「〈宇宙ステーション軌道モデル〉というガラスで作られている作品が
　綺麗で印象的でした。どの作品も素晴らしく見応えがありました。」

来館された方々の声を紹介

まだご覧になられていない方は、是非ご来館ください !!

11/6日（月）～9日（金）

お問合せ：☎62-1501

展示替えに伴う臨時休館のお知らせ

宇宙飛行士が宇宙ステーションで制作
し地球に還ってきた粘土「ひとがた」
の実物も展示されています。

11/4（日）まで
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マジックショーとそれに見入る参加者
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趣　
味
・
実　
用

転
換
期
を
生
き
る
き
み
た
ち
へ

内

田 

樹

お
ひ
と
り
さ
ま
の
「
シ
ニ
ア
金
融
」

岡
内 

幸
策

万
引
き
依
存
症

斉
藤 

章
佳

ブ
ラ
イ
ン
ド
メ
イ
ク
物
語

大
石 

華
法

微
隕
石
探
索
図
鑑

ヨ
ン　
ラ
ー
セ
ン

鳥
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
観
察
ガ
イ
ド

箕
輪 

義
隆

人
と
ど
う
ぶ
つ
の
血
液
型

近
江 

俊
徳

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
双
極
性
障
害

加
藤 

忠
史

用
具
選
び
か
ら
は
じ
ま
る
製
図
の
キ
ホ
ン

内
田 
青
蔵

き
ち
ん
と
知
り
た
い!

ド
ロ
ー
ン
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
基
礎
知
識

鈴
木 
真
二

宇
宙
旅
行
入
門

高

野 
忠

帰
っ
て
か
ら
作
れ
る
野
菜
お
か
ず
２
０
２

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ

庭
仕
事
の
庭
石
テ
ク
ニ
ッ
ク

高
崎 

康
隆

歌
を
作
ろ
う
!

ミ

マ

ス

美
し
き
雅
楽
装
束
の
世
界

遠

藤 

徹

日
本
剣
客
事
典

杉
田 

幸
三

身
近
な
漢
語
を
め
ぐ
る

木
村 

秀
次

英
単
語
の
語
源
図
鑑

清
水 

建
二

シ
ル
バ
ー
川
柳
入
門

水
野 

タ
ケ
シ

よ　
み　
も　
の

対
岸
の
家
事

朱
野 

帰
子

歌
え
、
汝
龍
た
り
し
日
々
を

岩
井 

三
四
二

七
つ
の
試
練

石
田 

衣
良

漂
砂
の
塔

大
沢 

在
昌

信
長
の
原
理

垣
根 

涼
介

絵
里
奈
の
消
滅

香
納 

諒
一

は
し
か
ら
は
し
ま
で

梶 

よ
う
子

到
達
不
能
極

斉
藤 

詠
一

鳥
居
の
密
室

島
田 

荘
司

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
猫

朱
川 

湊
人

ひ
と
つ
む
ぎ
の
手

知
念 

実
希
人

Ｔ
Ａ
Ｓ
特
別
師
弟
捜
査
員

中
山 

七
里

Ｔ
Ｅ
Ｎ

楡 

周

平

影
ぞ
恋
し
き

葉

室 

麟

愛
な
き
世
界

三
浦 

し
を
ん

地
球
星
人

村
田 

沙
耶
香

人
類
滅
亡
小
説

山
田 

宗
樹

国
宝　
上
・
下

吉
田 

修
一

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
秋
の
夜
長
は

読
書
を
し
て
、
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
市
立
図
書
館
で
は
、
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
、
約
12
万
三
千

冊
を
取
り
揃
え
て
皆
様
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
最
近
、
小
さ
い
文

字
が
読
み
づ
ら
く
な
ら
れ
た
方
の

た
め
に
通
常
の
本
よ
り
も
２
〜
３

倍
文
字
の
大
き
な
「
大
活
字
本
」

を
揃
え
た「
大
活
字
本
コ
ー
ナ
ー
」

も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
移
動
図
書
館
車｢

ゆ
き

つ
ば
き
号｣

は
市
内
各
地
区
を
巡

回
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
広
報
９
月
号
図
書
館

ニ
ュ
ー
ス
に
順
路
等
掲
載
）　

　

10
月
27
日
㈯
〜
11
月
９
日
㈮

は
「
読
書
週
間
」
で
す
。

　

終
戦
２
年
後
の
１
９
４
７
年

（
昭
和
22
年
）
11
月
17
日
に
第
１

回
「
読
書
週
間
」
が
実
施
さ
れ
、

翌
年
の
第
２
回
か
ら
は
、
文
化
の

日
を
中
心
に
し
た
２
週
間
と
定
め

ら
れ
、
今
年
で
第
72
回
目
を
迎
え

ま
す
。

　

開
始
日
の
10
月
27
日
は

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
７
月

29
日
に
公
布
さ
れ
た｢

文
字
・
活

字
文
化
振
興
法｣

に
よ
り
、｢

文
字・

活
字
文
化
の
日｣

と
制
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

ホ
ッ
と
一
息 

本
と
一
息
　

　
　

第
72
回 

読
書
週
間

　長野県は昨年から11月19日を「いい育児の日」と定め、その前後各1
週間を「家族の週間」とし、「家族で楽しむ・家族で学ぶ・家族でふれあう」
機会としました。
　図書館では、平成25年から長野県が定めた毎月第３日曜日の ｢家庭の
日｣ を、「20分間テレビを消して親子読書の日」として呼びかけています。
　11月19日には、お子さんと２０分間の親子読書をしましょう。お手持
ちの本でもかまいせんが、図書館でも「家族で楽しむ・家族で学ぶ・家族
でふれあう」ための本がたくさんあります。ご来館をお待ちしています。

 

　「食べる」という基本的欲求が
うまくできなくなった時、本人は、
周りは、どう対処したらよいのか。
摂食・嚥下のしくみから、食事介
助の基本・毎日のケアまで具体的
に写真とともに説明。誤嚥が心配
な人が安心して食べられるケアを
おしえてくれます。

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
方
式

　
お
い
し
く
食
べ
た
い
食
べ
さ
せ
た
い

金
丸
晶
子
・
府
川
則
子
／
編

◇ 図書館カレンダー ◇
11/1 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
2 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
3 土
4 日 10:30 ～おはなしひろば
5 月 休館日
6 火
7 水 移動図書館車③温井 ･秋津
8 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
9 金 移動図書館車④太田 ･富倉
10 土
11 日 10:30 ～ブックスタート
12 月 休館日
13 火
14 水 移動図書館車①北原 ･常盤
15 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
16 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
17 土
18 日 10:30 ～おはなしひろば
19 月 休館日
20 火
21 水 移動図書館車③温井 ･秋津
22 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
23 金
24 土
25 日 10:30 ～おはなしひろば
26 月 休館日
27 火
28 水 移動図書館車①北原 ･常盤
29 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
30 金 移動図書館車④太田 ･富倉

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

インターメディカ

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

　

両
日
と
も
、
台
風
24
号
の
影

響
で
雨
や
曇
り
の
空
模
様
で
し
た

が
、
二
日
間
で
延
べ
７
０
０
人
以

上
の
方
に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
一
番
人
気
の
「
本
の
リ
サ
イ
ク

ル
市
」
は
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
本

の
う
ち
両
日
で
２
４
３
１
冊
が
１

冊
10
円
で
新
た
な
所
有
者
へ
と
販

売
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
25
周
年
を
迎
え
た
い

い
や
ま
素
語
り
の
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
お
は
な
し
と
紙
芝
居
を
楽

し
む
お
へ
や
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
日
目
の
午
後
開
催
の

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
は
、
初
め
て

小
学
生
を
対
象
と
し
た
ミ
ニ
・
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
行
い
6
人
の
児

童
が
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
今
回
の
チ
ャ
ン
プ
本
お
よ
び
発

表
者
は
、
下
段
の
と
お
り
）

　
そ
の
ほ
か
に
も
、「
ボ
ー
ル
プ
ー

ル
」「
さ
か
な
つ
り
」「
へ
ん
し
〜
ん
」

「
お
か
し
つ
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 第 6 回ビブリオバトル
　　　　チャンプ本は！

　チャンプ本　『学校では教えてくれない ! 国語事典の遊び方』
　発　表　者　山﨑 満美 さん　

　チャンプ本 『さるのこしかけ』
　発　表　者　折山 智昭 さん

　チャンプ本　『クックパッドのおいしい厳選!スープレシピ』
　発　表　者　佐藤 玲人 さん

開場とともに賑わった好評の「本のリサイクル市」

　

図
書
館
ま
つ
り
は
、
前
日
準
備

か
ら
最
後
の
片
付
け
ま
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
を
お
借

り
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
ご
協
力

を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
よ
り
多
く
の
方
に

学
び
の
エ
リ
ア
へ
足
を
運
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
11
月
３
日
㈯
〜
４
日
㈰

に
『
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
ラ
ス

ト
セ
ー
ル
』
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　テーマ　「さん」

ビブリオバトル：お気に入りの本の魅力を５分間で発表し、聴衆の投票で勝者を決める書評合戦です。

　「なんでもあり」

　小学生　「ミニ・ビブリオバトル」

学
び
の
エ
リ
ア
秋
ま
つ
り
開
催

　

図
書
館
ま
つ
り
に
、
ご
来
館

　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

９
月
29
日
・
９
月
30
日
に
飯
山
市
公
民
館
・
ふ
る
さ
と
館
・

美
術
館
・
女
性
セ
ン
タ
ー
未
来
・
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
と
図

書
館
の
６
館
を
会
場
と
し
て｢

見
よ
う
!
学
ぼ
う
!
集
ま
ろ

う
!
学
び
の
エ
リ
ア
秋
ま
つ
り
２
０
１
8｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本のリサイクル市
ラストセール開催

読書期間中の
11 月３日㈯ 9 : 3 0 ～ 16 : 0 0
　　 ４日㈰ 9 : 3 0 ～ 16 : 0 0
図書館１F 移動図書館車 車庫

携帯電話版

市立飯山図書館QRコード
図書館カレンダー、図書館からのお知らせ、ご利用状況、
貸出・予約ランキングなどの確認と、蔵書検索と資料の予約、
新刊・新着資料検索、パスワード変更などができます。　

スマートフォン版

11月19日は「いい育児の日」
毎月第３日曜日は「親子読書の日」

落ち着いて聞けた、おはなしと紙芝居を楽しむおへや

楽しいさかなつりとボールプール


